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pHの 全範 圍・迅速・且・最・正確・測定 。出來 ・迅速水素 イオ ン計

測 定 迅 遽

取 扱 簡 單

携 帶 至 便

價 格 低 康

耀

島 津 製 迅速水素イオン計
本 器 の 特 長

本器は電位差計式の方法に依つて測定器を調諦し無電流の歌態に於て電極間の起電力を

測るのであ0ま すから電極連鎮間K於 けるイオンの移動なく、從つて電極の壽命に影響な

く、且又電極の内部抵抗には無關係であ ります。

本器附馬の電極は力卩メル電揃とアンチモ昌一電極とを供試液槽に於て蓮鎮する様考案
した ものでありまして同一容器に牧め、取扱極めて容易にして且竪牢であり歪す。供試液

の容量はbc.c-7aaに て足 ります。

t-9-KはpH直 護目盛とミリヴォル ト目盛とを刻してあ りますからpH表 に依つて

襖算する煩雜はあ りませぬ。
メーターは電壓計としても檢流計として も使用出衆得る樣特別の構造を有して居 ります。

本器のpH測 定範團は0-19で あ り韲して最小目盛はpHO,2で あ4$す 。

本器での直護 目盛は附瀦のpHセ ルに依つて作られたものであ りますが0-800ミ リヴ

ォル トが目盛 してあ りますから他の蓮鎮 を使用して も可成廣範園に亘つてpHを 測定する
ことが出來るのであnま す。

本器は以上の特長を完備 して携帶至便に設計し且從來のものに比 し小型であ ります。

水 聚 イ オ 冫 濃 度 測 定
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吾國に於ける物理化學研究の溝外紹个に就z!,

「1本物理化離研究會に於ては その機關誌L物 理化學の進歩1に よつ

て,本 邦 に於 ける物理化學砺究の概要:を廣 く世界 に紹介 することを

その使命の二つ として居 ります.之 が爲,欧 文號を刊行 し,Originals
'と典にAbstractsを 掲載 し,厂此のAbstractsに よつて本邦 に於 ける

物理化學研究を餘す所な く抄鑠 し度い と考へ て居 ります.此 のAb-

stracksは歐夊號のみ ならす本誌 に も掲載 し.ます。(本 韓 よhi韓 置き

に掲載)

その抄録方法は 日夲化學糖覧の物理化學 の部 に.掲載 された る論交

の著者 より直接原稿 を戴いて居 りますが,1937年 以降發表の論 文著

者 にして,日 本化學總覽の物理化學の部以 外に掲載 された る方及び

化學總覽に未發表 にして速 に海外發表を希望せ られ る方は此旨附紀

の上事務所宛厚稿 をお邊 り下 さ1・..、

原稿規定 英 文,タ イ プ ライタ ー用 紙2段 迭b,1頁 以 内の

こと.

物理化學の進歩歐文號 ◇年3回 發行

1

._.

THEREVIEWｮFPHYSICAL

CHEMISTRYOFJAPAN

本論は吾國に於ける物理化學の研究を廣 く世界に紹介す る目的を以て各國の

著名なる大學,研 究既,學 者に頒布す(10螂 發行)。 本誌の内容は,原 報及び抄

録の二に分れ,原 報は.物理化學¢,進歩鳩 蔵設文を集め・抄鐐は1…蟒 年以降の齊

國に於ける物理化學關係の帳女全部に封 し,その英文抄録 を網羅せるものな り。

定價1部80銭(逡 斜6銭)年2圓(途 料共 、海 外年1弗(逾 料 共)

定煩60餓(縁 料6餞)

曼哮躍霞倉員曾曼1年 分3圓(前 金,遘 科共)
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昭和12年5月 ユ4日印瑚 始理化畢の逃歩

昭和12年5月 ユ9日發行,第11卷 第2韓
偲 月潤行》
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印m贋 髄 似 玉 堂

寮面置伸窟羇師勗揚三娜

鰹 行 所

發 賛 所

日 本 物 理 化 瞬 研 究 食

臨 凄黠 需振響・京轡BO47醤
岩 波 醤 店
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賛 助 會 員 各 位
悔

謹 啓 時 下 愈 々 御 清 程 大 賀 の 棊 り に 奉 存 候

陳 者 光 般 日 本 物 理 化 斛 界 全 般 の 絶 大 な る 御 支 持 の 下 に 設 蹴

仕 候 日 本 物 理 化 畢 研 究 舎 の 儀 に 棚 し 甚 だ 勝 手 が ま し き 細 贊

助 方 御 願 申 上 候 處 下 記 の 如 く各 方 而 よ り多 数 の 御 後 援 を 賜

り感 銘 の 極 に 有 之 候

先 は 右 御 禮 迄 如 斯 御 座 侮き 敬 具

昭 和 十 二 年 四 月t

・ 日 本 物 理 化 學 研 究 會

回… 画融 ∴ 鮟 課

事業資金寄附者芳名
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:御 入會を勸む:膿 劉
薮 日本化學研究會編 主幹 理學博士 眞 島 利 行

第2集 第11卷 第1號i鞠12年1膿 行(月 刊)

本 邦最 新 の化 學 的研 究 の交 献

一般化學 ・物理化學 ・無機化學

有機化學 ・生化學 ・農化 ・應用化學 其他 に關す る

馨懿 日本化學總覧 覺警

會 費(1ケ 年分)(・ 剛・艪 し得)

甲 種(索 引及表紙聯)金9圓54錢 〔各鰹 曾齦 學生 金7圓80錢 〕

乙 種(索 引を配耐)金8圓74錢 〔各化學曾鰍 學生 金7圓20錢 〕

λ曾匐希望のカは曾費1ケsr.分 又 は孕ケ年分 を御遞 む

下 さrich手 績一切完了致します。

最 日本 化 學 總 覽 第 一集第六卷
1新 四 六f吉PJtG6吐 　YI定 債74.5逸 料 邑〕,・正3

/干J樹 ぱ日本學儼 興會共填多数憂國のi一の後援によ朏 版砌 。大正
11ユ ー1睥 間の一般化騒 搬 論ρ外・藥箪i島 工繊 汎に至る奉邦化學者の

i
I眞 懃なる研究報告及特PT'd'の抄録を集愈[毳し精細なる索引を附せ り。本晋により疋
レ
旨 しく自國の現實力を確知 し他 日に備へて退漏なからん事を。

駅 日本化學研究會軈雛鵠轟飜
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L㌧甌.b・
.昌.・ヒ`・..1・...・...、 ♂L.一.-「 ⊃=

, .一 ・ 画 畑 ヒ裳の鞠ll11・ 剛93建t

日

月刊一遊金壹圓・一箇年前金拾貳園(郵税共)

化 學 金 勃剛 、

BULLETINOF'THECHEMICALSOCIETYOPJAPAN:

月刊一册金五橋錢・一箇年前金六圓(郵税典)

・ ～.'....一

購 讀 希 望 の 向 は 邦 文 會 誌 の 方 は

.東..京市.紳 田r表 紳 保 町.三 東

向.京 橋 區 槇町 三 丁 目三 北

に 申 込 ま れi=し 。

京

隆

堂

館

口 本 化 學 會 規 則 摘 要

第 二 燦 ホ曾は化學の遘歩及ひ普及を鯉るを以τ臼的とす

第 叩 磔 鶴1靴 學に密擲 繝 係鮪 する臥 又嫻 膿たるへし 似.F略}

,細 期第二條 會員は下の資絡の一を備ふへし
一 化學若くは化攣に密接の闘係ある學科を修め叉は宥往なる研究論丈を公にしたること

「 侘攣上顯著の成績を舉け着くは化學工場に在hて 貴任あ.る位置に立ちたること
」「化學に密接なる.闘係を有する法人又はこれに相需する團體たるごと

第 六.探 λ曾を望む者は曾員二名の紹介を以て學歴導を記入したる申込書を曾長に差出すへし、其の

可否は常議曾に於て之を決す

第 一f五條 常曾は曾務躍告及學衛講演等の爲め四八兩月を除き毎月之を闘く〔以下略)

第 十 七絛 年曾は(巾 略)毎 年四月之を開く(以下略).

第ニーr二條 本食は毎月一囘日本牝來曾誌を曇行す、日水托學會誌は之を邦文及歐夊の二種に分つ

細馴第二十六絛 含誌には報丈、綜説、抄鋸、雜鏤、記事暮の禰を設く但し欧丈曾誌は報丈を主とす
.第
二十三糠 曾馨きは會員に配布し且學術普及の目的を以て之を發喪す

第二十凶條 曾費纏:一箇年≦セ拾回とす

第二十六條 曾費は入曾鐚可の月より納むへし

綱則第計 三燦 餓 は毎年四服 ひ+月 の三期唹 て牌 碗 個 月劫 朋 まτの分を塑 に・+
月よb笠年三月まτの分を十月に)鍛 集す(以 下略)
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靂鑼鱗　麟灘.
靉蘿騰 灘 鸞 置田謙 繍.
繊維關係の外國重要文獻を出來る丈け忠責叮嚀に譯逋解説して一般繊維研

へ

究好學家 に御頒 ち した い ビ思 ひ ます

文 獻 は新 舊 を問 はす繊 維の研 究 に劉 し重 要 な る もの を撰 定 して歴典 的 な も

の も叉嶄新 な もの も之 を網 羅 して行 く考 へで あbま す。

即 ちHeτzog,Sp・nslerDore,MeyerMark,HessTr。gti5,Katz,Andress,

Freudenberg,StaudingerAstbury等 の纖 維科學 に闘 す る基 礎的 な重要 論文 は

勿論Ost一 派 の醋酸繊 維素 に開す る研究Heuser,Rassow,Lieser等 の ゲィスコ.

一ス に關す る研 究其 の他 化學織 緻 二關す る各 方面 の重 要文獻 を集録 す る豫 定

で あbま す。 〔發 行主 意及 内容 見本賂 呈)

毎月一回五 日發行 菊版約60頁 定價 一朋60錢(逾 料2錢)

但し一年分前金6圓 也(遞料共)fpi一年前金拂込御注文め方

へは綴込表紙を逾呈す.

發行所 纖 維:文 獻 刊 行 會

大阪市西甌京町堀通一丁目 雛紡織雜誌瓧内
.鞏話:ヒ 讎240●A68番

.面替U座 ウ壁阪111.711番
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光の本性一 それは恰 も攜ま.うとして.追昏ど.も.逃げる氈の譬へをそのまLに,

古來如ranこ多 くめ物理學者を誘 うて探求の苦役を促したことで.あらう.

けれ ども探究の努力は徒勞ではなかつた・.光 に波勸・粒子の二重性が認められ,
吹いで之れと李行に物質の素元要素に粒予 ・波動の 二貢性が 認 められるICSり,

兩者の合流する所,其 處に波動力騏といひ量子力學といふ,い つれ豪華を誇る新

興物理學は展開されたのである. .・
實に光と物質1此 の調和ある融合こそは現代物理學者の幽心の錨 となつてゐ

る.著 者が特に此のS'SrcE3標を見定めて,さ て廣汎なる材料を統制綜合された本

書,敢 て好學の士に一讃を薦む,・
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B光 の融子論とその實置1粒 子惟としての光1光 の波動性粒子性のfar

C光 の 輻 射 論i温 度輻射 且莞の鼓厳
D光 と 物 貿1螢 光及び湊光1限 子・分子の發光・吸光 ■光の分散
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